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論文審査結果の要旨 

本論文は、一人の患者において異なる 3 つのカルバペネマーゼ産生腸内細菌

（carbapenemase-producing Enterobacteriaceae, CPE）間で同一の IMP-1 メタロベータ

ラクタマーゼを有する IncL/M 型プラスミドによって伝播されたことを in vitro 及び in 

vivoに証明したものであり，このプラスミドを pSL264と名付けた。pSL264は Enterobacter 

cloacae において blaIMP-1 を有する初めての IncL/M 型プラスミドであり臨床的に意義あ

る論文である。 

聖路加国際病院で 2015 年から 2019 年に集められたすべての CPE を対象とし最小発育阻

止濃度を決定した。Multilocus sequence typing (MLST) を MLST データベースに基づい

て施行し，次世代シークエンサーでプラスミドの全配列を決定した。 

3 つの CPE（E. cloacae, Klebsiella aerogenes, Serratia marcescens）が一患者の臨

床検体から同定され，いずれも IMP-1 メタロベータラクタマーゼを産生していた。blaIMP-

1 遺伝子の遺伝子環境は以下の通り同定された。int1-blaIMP-1-aac(6’)-IIc-qacL-

qacEdelta1-sul1-istB-IS21.全ゲノム解析で 3 菌株は同一の blaIMP-1 を有するプラスミ

ドと同定され，pSL264 と名付けた。３種類の CPE 間で pSL264 の伝播を検討したところ，

E. cloacae と K. aerogenes 間，S. marcescens から E. cloacae, S. marcescens から K. 

aerogenes への伝播は見られたが，E. cloacae や K. aerogenes から S. marcescens への

伝播は見られなかった。CPE の水平伝播を把握する上で，プラスミドの分子学的及び遺伝

子学的解析を行うことは非常に重要である。 

よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 

 


